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本研究は Cαηdidα lipolytica を吋象とした発酵プロセスについて基本的考察から始めて制御
方策までを検討したものであって，主な成果は次の通りである。












(4) Cαηdidα lipolyticα の野性株と温度感受性変異株との回分培養を行って温度特性を調べ，有
機酸が蓄積し始める時刻に培養混度を低温から高温に切り換えることにより有機酸濃度が最適定温
培養の場合よりはるかに増大できることを見出した。特に排出ガス中の CO 2 ガス濃度曲線の形状変
化が有機酸の蓄積開始時期と密接な関係があることを指摘し，温度切換えを自動化できる計算機制
御方式を提案している。
以上のように本研究は発酵プロセス制御に対し新しい知見を与え制御工学上寄与するところが大き
Po 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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